私が これから 書こうと している きわめて 奇怪な、 ま 

たき わめて 素朴な 物語に ついては、 自分 は それ を 信じ 

て もらえる とも 思わない し、 そう 願い もしない。 自分 

の 感覚で さえが 自分の 経験した こと を 信じない ような 

場合に、 他人に 信じても らおうな どと 期待す るの は、 

ほんと に 正気の 沙汰と は 言えない と 思う。 だが、 私 は 

正気 を 失って いる 訳で はなく、 —— また 決して 夢み て 

いるので もない。 しかし あす 私 は 死ぬべき 身 だ。 で、 

今日のう ちに 自分の 魂の 重荷 をお ろして おきたい の だ _ 

私の 第一 の 目的 は、 一連の 単なる 家庭の 出来事 を、 はつ 

きりと、 簡潔に、 注釈ぬ きで、 世の 人々 に 示す ことで 



ある。 それらの 出来事 は、 その 結果と して、 私 を 恐れ 

させ —— 苦しめ —— そして 破滅 させた。 だが 私 は それ 

を くどくどと 説明し ようと は 思わない。 私に は それ は 

ただもう 恐怖 だけ を 感じさせた。 —— 多くの 人々 に は 

恐ろしい というよりも 怪奇な ものに 見える であろう。 

今後、 あるいは、 誰か 知者が あらわれ てきて、 私の 幻 

想 を 単なる 平凡な ことにして しまう かもしれ ぬ。 —— 

誰か 私な どよりも も つ と 冷静な、 も つ と 論理的な、 も つ 

とずつ と 興奮し やすくない 知性 人が、 私が 田 |{ 怖 を もつ 

て 述べる 事 がらの なかに、 ご く 自然な 原因結果 の 普通 

の 連続 以上の もの を 認めない ようになる であろう。 



ところへ どこへ でも 一緒に 来た。 往来へまで ついて 来 

ないよう にす るのに は、 かなり 骨が折れる くらいで 

あった。 

私と 猫との 親しみ はこん なぐ あいに して 数年間 つづ 

いたが、 その あいだに 私の 気質 や 性格 は 一般に —— 酒 

癖と いう 悪鬼の ために —— 急激に 悪い ほうへ (白状す 

るの も 恥ずかし いが) 変って しまった。 私 は 一日一日 

と 気 むずかしく なり、 癇癩 もちに なり、 他人の 感情な 

どちつと も かまわなくな つてし まった。 妻に 対して は 

乱暴な 言葉 を 使うよう になった。 しまいに は 彼女の 体 

に 手 を 振り上げる までにな つた。 飼って いた 生き もの 



ゆうゆう がんか かため 

つかむ と、 悠々 とその 眼窩から 片眼 をえ ぐリ 取った。 

おもて 

この 憎む ベ き 凶行 をし るしながら、 私 は 面 を あからめ ■ 

沐 かほて り 身、 <;> るいす る 

朝に なって 理性が 戻って きたと き —— 一 晚 眠って 前 

夜の 乱行の 毒気が 消え て しまったと き —— 自分 の 犯し 

た 罪にたい してな かば 恐怖の、 なかば 悔恨の 情 を 感じ 

た。 が、 それ も せいぜい 弱い 曖昧な 感情で、 心まで 動 

かされ はしなかった。 私 はふた たび 無 節制に なって、 

間もなく その 行為の すべての 記憶 を 酒に まぎらし てし 

まった。 

そのうちに 猫 はいくら かずつ 回復して きた。 眼の な 



るした の だ。 —— そうすれば 自分 は 罪 を 犯す の だ、 I 

I 自分の 不滅の 魂 をい とも 慈悲ぶ かく、 いと も畏 るべ 

き 神の 無限の 慈悲の 及ばない 彼方へ 置く —— もしそう 

いう ことがありうるなら ほどに も 危うくす るよう 

な 極悪 罪 を 犯す の だ、 という こと を 知っていれば こそ、 

つるした のだった。 

この 残酷な 行為 を やった 日の 晚、 私 は 火事 だとい う 

叫び声で 眠りから 覚まされた。 私の 寝台の 力— テンに 

火が ついていた。 家 全体が 燃え上が つていた。 妻と、 

召使と、 私自身と は、 やっとの ことで その 火災からの 

がれた。 なにもかも 焼けて しまった。 私の 全 財産 はな 



くらいだ が —— そうだ、 この 重罪 人の 監房の なかに 

あ つ て さえ も、 告白す るの が 恥ずかしい くらいだ が I 

I そ の 動物が 私の 心に 起させた 恐怖の 念 は、 実にく だ 

もうそう 

ら ない 一 つの 妄想の ために 強められて いたのであった。 

その 猫と 前に 殺した 猫との 唯一 の 眼に 見える 違いと い 

えば、 さっき 話した あの 白い 毛の 斑点な の だが、 妻 は 

その 斑点の ことで 何度か 私に 注意して いた。 この 斑点 

は、 大きく はあった が、 もとはた いへん ぼんやりした 

形であった という こと を、 読者 は 記憶せられ るで あろ 

う。 ところが、 だんだんに —— ほとんど 眼に つかない 

ほどに ゆっくりと、 そして、 長い あいだ 私の 理性 は そ 



れを 気の 迷いだ として 否定し ようと あせ つていた の だ 

が —— それが、 とうとう、 まったく きっぱりした 輪郭 

とな つ た。 それ はい まや 私が 名 を 言う も 身ぶ るいす る 

ような 物の 格好に なった。 —— そして、 とりわけ この 

ために、 私 は その 怪物 を 嫌い、 恐れ、 できるなら 思い 

きって やっつけて しまいた いと 思った ので あるが、 I 

I それ はい まや、 恐ろしい —— もの 凄い 物の —— 絞首 

台の —— 形に なった の だ！ —— おお、 恐怖と 罪悪と 

くもん 

の —— 苦悶と 死との 痛ましい 恐ろしい 刑具の 形に なつ 

たの だ！ 

そしてい まこ そ 私 は 実に 単なる 人間の 惨め さ 以上に 



惨めであった。 一匹の 畜生が II その 仲間の 奴 を 私 は 

傲然と 殺して やった の だ —— 一 匹の 畜生が 私に II い 

と 高き 神の 像に 象つ て 造られた 人間で ある 私に —— 

かく も 多くの 堪えが たい 苦痛 を 与える と は！ ああ！ 

昼も夜も 私 はもう 安息の 恩恵と いう もの を 知らな く 

なった！ 昼間 はかの 動物が ちょっと も 私 を 一人に し 

てお かなかった。 夜に は、 私 は 言いよう もな く 恐ろし 

い 夢から 毎時 間ぎ よ つ として 目覚める と、 そいつ の 熱 

い 息が 自分の 顔に かかり、 その どっしりした 重さが I 

I 私に は 払い 落す 力の ない 悪魔の 化身が —— いつもい 

つも 私の 心臓の 上に 圧し かかって いるの だった！ 



普通 やる ように 荷造りして、 運搬人に 家から 持ち出さ 

せようかと も、 考えて みた。 最後に、 これらの どれよ 

り もずつ といい と 思われる 工夫 を 考えついた。 中 世紀 

の 僧侶た ちが 彼らの 犠牲者 を 壁に 塗り こんだ と 伝えら 

れ ている ように —— それ を 穴蔵の 壁に 塗り こむ ことに 

決めた の だ。 

そういった 目的に は その 穴蔵 はたい へん 適して いた。 

そ マ J の 壁 は ぞんざ いに できて いたし、 近 ごろ 粗い 漆喰 

を 一 面に 塗られた ばかりで、 空気が 湿って いるた めに 

その 漆喰が 固まって いないの だった。 その上に、 一方 

の 壁に は、 穴蔵の 他のと ころと 同じよう にして ある、 



で 新しい 煉瓦 細工の 上 を とても 念入りに 塗った。 仕上 

げて しまう と、 万事が うまくい つたのに 満足した。 壁 

に は 手 を 加えた ような 様子が 少しも 見えなかった。 床 

の 上の 屑 は) J く 注意して 拾い上げた。 私 は 得意に な つ 

ひとりごと 

て あたり を 見 まわして、 こう 独 言 を 言った。 —— 「さ 

あ、 これで 少なくとも 今度 だけ は 己の 骨折り も 無駄 

じゃなかった ぞ」 

次に 私の やる こと は、 かくまでの 不幸の 原因で あつ 

た あの 獣 を 捜す ことであった。 とうとう 私 は それ を 殺 

してやろうと 堅く 決心して いたから である。 そのと き 

そいつに 出会う ことができたなら、 そいつの 命 はない 



に 決って いた。 が、 そのず るい 動物 は 私の さっきの 怒 

りの はげし さに びっくりし たらしく、 私が いまの 気分 

でい ると ころへ は 姿 を 見せる の を 控えて いるよう で 

あった。 その 厭で たまらない 生き ものが いなくな つた 

ために 私の 胸に 生じた、 深い、 この 上な く 幸福な、 

あんど 

安堵の 感じ は、 記述す る こと も、 想像す る こと もで き 

ない くらいで ある。 猫 は その 夜 じゅう 姿 を あらわさな 

かった。 II で、 そのために、 あの 猫 を 家へ 連れてき 

て 以来、 少なくとも ー晚 だけ は、 私 はぐつ すりと 安ら 

かに 眠った。 そうだ、 魂に 人殺しの 重荷 を 負いながら 

も 眠った の だ！ 



底本 ： 「黒猫 • 黄金虫」 新潮 文庫、 新潮 社 

1951 (昭和^) 年 8 月： 日 発行 

1995 (平成 7) 年^ 月； £3 日^ 刷 改版 

1997 (平成 9) 年 第 刷 

入力 " 大野 晋 

校正 ： 宫 崎直彦 

1999 年 2 月 4 日 公開 

2 00 5年^:^月ぉ日修正 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jp/) で 作られました。 入力、 



